
　あらゆる世代が、自らの能力を十分に発揮し、地元で安定して生き生きと働くこ
とができるまちを目指します。
　そのため、国・県、関係機関等と連携し、ニーズに応じた就労機会の確保と就業
能力の向上を図るための支援を行います。また、労働環境の整備に努めます。
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成果指標 目 標 値
（平成31年度末）

現 状 値

23.0％18.3％市内高等学校･高等教育機関 新卒者のうち就職者の市内就職率

（平成26年度末）

●本市の高等教育機関等における市内企業への就
職率は、新卒就職者の２割未満となっており、
若年層の市外流出が続いています。本市の将来
を担う若手人材の定着を促す上で、新卒者の市
内企業への就職率を高めることは非常に重要で
す。

●本市ではこれまでも、企業誘致や地域企業の活
性化を図りながら、雇用の場の創出に取り組ん
できましたが、市民意識調査では、引き続き、
雇用の場を創出することが求められています。

●本市においては、魅力ある優れた企業が多数存
在するものの、市民の認知度は必ずしも高いと
はいえず、それら有望な企業の情報が求職者側
に十分伝わっていないことが大きな課題の一つ
となっています。

●本市においても、有効求人倍率などの雇用情勢
は改善されています。しかしながら、医療、福
祉、建設など特定の分野で求人数が求職数を上
回っており、また、職種により、技能や資格が
求められるなど求職側と求人側との意向が一致
せず、雇用のミスマッチが生じています。

●景気の動向や、産業・就業形態の多様化など、
勤労者を取り巻く社会経済情勢が変化していく
中で、労働条件や解雇などの労働に関する様々
な問題が生じています。このため、労働環境の
整備に関する啓発をより一層推進することが必
要となっています。

現況と課題

第2編

第５章

基本
方針

誰もが生き生きと働くことができるまち



　魅力ある地域企業の情報について、市民への積極的な周知を図るとともに、新卒者と地域企業
とのマッチングの機会を拡大します。また、若年層以外の就業促進についても、就労機会の創出
を図ります。

視点１ 市内事業所への就業促進

　国・県やハローワークなどの関係機関と連携を図りながら、労働関係情報の提供や就労機会の
確保に向けた取組みをはじめ、事業者が求職者に求めるパソコン等の技能習得や各種資格取得等
のための就業訓練に係る情報提供を行うことで、就業能力の向上を図り、就労支援を推進します。

視点２ 就業能力の向上

　労働問題の相談に応じるとともに、その改善等に向けた労働環境の整備に関する啓発活動を行
い、労働環境の向上による働きやすい職場の確保を推進します。

視点３ 労働環境の向上

大牟田市まちづくり総合プラン

大牟田地域企業合同面談会

4. 基本目標達成のための施策

施策推進の視点

・市内事業所への就業促進事業

・UIJターン若者就職奨励金事業

主な事業
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　地域の魅力を積極的に発信することにより、住みたい、訪れたいと思ってもらえ
るまちを目指します。
 そのため、本市に蓄積されてきた、ものづくり、歴史や文化、食などの地域資源
に加え、新たな魅力の発見や創出を図るとともに、温暖な気候、交通利便性、住環
境など本市の魅力を市内外へ広く発信します。
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成果指標 目 標 値
（平成31年度末）

現 状 値

50回－本市がTVや雑誌で紹介された件数

（平成26年度末）

●全国の自治体においては、選ばれる自治体を目
指して様々な取組みが行われています。その中
でも、定住人口や交流人口の増加等を目的とし
て、地域のイメージや知名度を向上させるため
のシティプロモーションの取組みが進められて
います。

●本市には、世界文化遺産に登録された三池炭鉱
関連施設をはじめ、全国的に注目を集めている
認知症支援に向けた取組みのほか、食べ物、祭
り、自然環境、温暖な気候、住環境などの地域
資源や魅力が多くあります。しかしながら、そ
の魅力を十分にPRできていないという課題が
あります。

●こうした中、定住人口や交流人口の増加につな
げるため、魅力あるまちづくりを進める一方で、
まちの魅力を積極的に発信していくことが重要
です。その際、慣れ親しんだものでも、他地域
から見るとまちの魅力となりうるものもあるこ
とから、そうした魅力を発見し磨き上げること
も必要です。

●住みたい、訪れたいと思ってもらえるまちにな
るためには、まず、本市に関心を持ってもらう
ことが重要です。また、シティプロモーション
の推進においては、民間団体とも連携を図りな
がら官民一体となった取組みを行うとともに、
それぞれが情報発信の担い手となることも重要
です。

現況と課題

第2編

第６章

基本
方針

地域の魅力を積極的に発信するまち



　見慣れたものでも、市外から見ると魅力としてPRできるものもあります。そうした他地域に
はない、大牟田らしさを掘り起こし、さらに資源として活かすことができるよう、魅力の発見に
努めます。また、定住人口や交流人口の増加につながるような、新たなまちの魅力を創出します。

視点１ おおむたの魅力づくり

　本市が有する様々な魅力を、受け手にわかりやすい形で情報発信し、定住人口や交流人口の増
加につなげます。その際、様々なメディアや情報ツールを活用し、本市の情報に触れる機会・人
を増やし、本市のイメージや知名度の向上につなげます。

視点２ シティプロモーションの推進

大牟田市まちづくり総合プラン

移住・定住フェアでのＰＲ

4. 基本目標達成のための施策

施策推進の視点

・おおむたの魅力創出事業

・おおむたの魅力発信事業

・移住定住促進事業

・メディアを活用した情報発信事業

主な事業
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「ぼくたち、私たちが描く未来のまち・おおむた」入賞
羽山台小学校６年　永江青渚さん　（平成26年度当時）


